マックィーンの物語　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2008年10月
カリー・エリスが1991年にマックイーンを創立した際に一つの思いがありました。“私はシンプルでスタイリッシュな花を美しく飾ることをロンドンの人に提供したい。そして、それは必ず気に入られるはずだわ。”
それ以来、彼女は大手フランス系銀行でのマーケティングだった経験を生かし又、色とデザインへの完璧な直感を兼ね備えてマックィーンを現在の花業界で主要な存在に築き上げました。東ロンドンのクラ－ケンウェルの一店から、ルイヴィトン、カルティエ、バークレーホテル、コンノートホテル（カリーエリスのブランド傘）といった多種多様な一流の顧客へと花を提供するようになりました。おそらく、最大の賞賛はオスカー賞での有名なバニティーフェアーパーティやカンヌ映画祭やトライベッカ映画祭への花の提供と式場装飾でしょう。
オールドストリートにあるマックィーン本店では世界的に有名なマックィーンフローリストスクールを併用していて、その素晴らしい創造性と感動的なデザインの評判をうけてプロのフローリストから花を愛する初心者まで世界中の生徒を魅了しています。
この想像力にとんだ情熱がマックィーンの名を驚くべき成長に導いたのです。“私はコンテンポラリーなデザインの中に純粋さと季節感を見い出します。”とカリーは言います。“花はそれ自体が自然な芸術品なのです。あるものは華やかに大胆で、その一方でやさしく控えめであったりと、私のデザインの目的はそれらを並列したり再解釈することで人々に驚きや陶酔を与えるのです。
この情熱は花の香りの素敵なアロマキャンドルへと展開し、現在マックィーンのウェブサイトで購入できます。

マックィーンホーム

2009年3月にマックィーンは初のホームストアーを本拠地のセントジョーンズストリート１２６番地、EC1V４JSにオープンします。そこは折衷して厳選された家具や照明、家への贈り物、もちろん花を組み合わせたものになる予定です。
“それは自然な発展でした。我々はホームへ花やキャンドルを提供してきました。デザインと美を追求してきた中でインテリアや生活様式の店へと拡張していったのです。おそらく、現代的なものと多少のビンテージ品を組み合わせたものに成るでしょう。基本的に私の大好きなものばかりです。”とカリーは言います。

カリーはジャーナリストであるデーミアン氏と結婚しフレディ君とソフィーさんと二人の十代子供に囲まれ家族とともに北ロンドンに住んでいます。
-end-

詳しい情報、または画像や商品サンプルについては下記までご連絡下さい。

Jean Egbunike 07887506866 又は　jean@jeanegbunike.com
マックィーン花学校

世界的に有名なマックィーンのフラワースクールはオールドストリート本店にあります。その革新的で独自のやり方で花の技術や才能を学びたい生徒たちを虜にしています。それは、マックィーン特有の時間を超越した創造性にあります。

スクールでの季節ごとのコースでは最新の技術を身につけたいプロのフローリストから熱心な初心者まで幅広い才能や希望にお答えします。
現在スクールはコースディレクターであるルイス・ダ・シルバ氏によって師事しています。彼は夢想家でトップデザイナーとしてこの業界で15年の経歴を持っています。

ルイス・ダ・シルバの経歴
ルイス氏は花業界で15年の経験を持ち、現在コースディレクターそしてマックィーンのトップデザイナーの一人として活躍し、オスカー賞のバニティフェアーパーティやカンヌ映画祭などの仕事に携わっています。

彼は、キャペルマナー花学校でNVQ１，２，３，４国家資格を修得し、のちに英国のトップフローリストであるモーセススティーブン、ロブヴァンハ－デン、デタフィリップ、エンジェルフラワーなどでその天賦の才能を生かして主な世界的イヴェントに携わってきました。

2004年からマックィーンにマネージャーとして招かれ、又イヴェントチームの一員としてその類まれな才能を発揮するようになりました。彼はコースディレクターだけでなくバークレーホテルの指名フローリストとしてすべてのコンセプトやデザインの責任者でもあります。

www.mcqueens.co.uk
